



























のうちで、マハープラティサラー明妃単独の成就法は No.194 ～ 196、他の 4 尊と一括され







　本論文においては、11 ～ 12 世紀頃編纂されたインド密教の観想法儀軌『成就法の花環』
中のマハープラティサラー明妃（ ）の成就法について取り扱う。































て 11 ～ 12 世 紀 頃 に 編 纂 さ れ た 16『 成 就 法 の 花 環 』 や『 完 成 せ る ヨ ー ガ の 環 』
















バヤーカラグプタが中心となって翻訳した 23。第 2 は『成就法の大海』（ 24）





ト写本 3 本（北京版）の比較対照を行った（[吉崎 1980]）。また、頼富本宏氏・下泉全暁氏
によって No.98「ターラー成就法」の和訳（[頼富・下泉 1994]）が、奥山直司氏によって『成
就法の花環』No.217「ヴァジュラヴァーラーヒー成就法」の和訳がなされている（[奥山 
2005]）。さらに、佐久間留理子氏によって観自在の成就法である No.6 ～ 20,22,23 を取り上げ、
詳細なサンスクリット・テキスト校訂が行われている（[佐久間 2011]）。





マハープラティサラー明妃単独の成就法は No.194、No.195、No.196 の 3 種、また、マハー
プラティサラー明妃がパンチャラクシャーの他の明妃たちと一括される形で述べられている
成就法は、No.201「偉大なパンチャラクシャー成就法」（ ）と No.206「パ













供養（ ）、懺悔（ ）、福徳随喜（ ）、三宝帰依（ ）、
発菩提心（ ）、福徳回向（ ）、許しを得る（ ）等の行
為を行う。（[1.2]）
　以上の「礼拝」から「許しを得る」までの 8 種の行為のうち、清水乞氏は、「礼拝」、「供養」、
























（上記表は、[Bhattacharya1968:398]、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451 ～ 453 








































の表２のようになる。The Indian Buddhist Iconography32 にはサンスクリット・テキストと
相違する個所があり、それらについては表２の各欄の（　）内に示した。なお、パンチャラ
クシャーの成就法である No.201 と No.206 に表れるマハープラティサラー明妃の姿や、『完
成せるヨーガの環』No.18 に述べられるパンチャラクシャー・マンダラ中のマハープラティ
サラー明妃の姿も参考として表に加えた。
　相違点も含め具体的に見ていくと、マハープラティサラー明妃は No.194 ～ 196 において、
体色と正面の顔の色が黄色ということは共通して述べられているが、右面、背面、左面の色
で異同が見られる。No.194 と No.195 ではそれぞれ白、青、赤だが、No.196 ではそれぞれ黄
表２．『成就法の花環』、『完成せるヨーガの環』におけるマハープラティサラー明妃の図像的特徴
（上記表は、[Bhattacharya1968:398-402,405-413]、[Bhattacharya1972:31-33]、東京大学
所 蔵 梵 文 写 本 松 波 目 録 No.451 ～ 453 、National Archives, 





　王冠は No.194 では宝石、No.195 では冠には阿閦如来の像がついている。No.196 には王冠
の記述がない。












シャーの 4 名の明妃と一括される形で述べられている成就法 No.201、No.206 を比較すると、






　No.195 と同様に、マハープラティサラー明妃の成就法である No.194、No.196 の次第を比
較すると、No.194、No.196 は真言等が省略されているといった違いはあるものの、大きな
違いは見られなかった。ここでは No.194 ～ 196 に述べられるマハープラティサラー明妃が
単体で述べられている成就法について基本的な特徴を確認する。






















れているものとして省略されることが多くあるという 34。この No.201 も冒頭に「伝統的な
























こともあり 38、今回併せて比較の参考とした。[Bhattacharya1968: 200] のサンスクリット・

















以上の表現のうち、特に No.196 の「引き入れるべきである」( ) という語は、成就
法において尊格と行者の合一の際用いられる最も一般的な表現である。
　一方で、No.195 に説かれる合一の場面は‘ ’と述べられており、‘ ’






















なお、No.194 のみ四梵住の観想については述べられず、さらに No.195 に説かれている七種
無上供養、阿閦如来の観想、百字真言、供養する時間帯が、No.194、No.196 には説かれて
いないことが確認できた。


















a)  Bhattacharya,Benoytosh, ed.,  vol Ⅱ , G.O.S. No.41,  Baroda Oriental 
Institute,Baroda,1968
[ サンスクリット写本 ]
b)  東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, 
c) 東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
d) 東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.453, 
e) National Archives, Kathmandu, No.3-387
[ チベット訳 ]
f) TTP No.4406　So sor ’brag ba chen mo’i sgrub thabs
[ 参考文献 ]
g) Bhattacharya,Benoytosh, The Indian Buddhist Iconography,Calucutta,1968
h)  Lokesh Chandra, Dictionary of Buddhist Iconography Volume7,9, International 























[ 彼女は ] 美しい黄色［の体色］で、宝冠をかぶって、黄色と白と青 48 と赤の四面で、
三眼八臂で [ ある ]。右の臂によって剣、輪、三叉戟、矢を持ち、左の臂によって
羂索・斧・弓・金剛杵を持っている。蓮華の［上にある］月輪［の上の］座に、遊
戯坐で坐し [ ている ]。
[ 彼女は ] 様々な宝石でできた装飾品を身につけている 49。
[2.4] 種字の布置と女神との一体化
彼女の頭とのどと心臓と心臓に準じる部分に、［各々］月輪［の上］にのる白のオー
ム（ ）[ 字 ]、赤のアーハ（ ）[ 字 ]、黄色のプラム [ 字 ]、黒のフーム（ ）

































2 『成就法の花環』No.200、201、206 では「マハーシタヴァティー明妃」 と表記され




3 『 成 就 法 の 花 環 』No.199、No.201、No.206 に お い て「 マ ハ ー マ ン ト ラ ヌ サ ー リ ニ ー」
と表記されるが、Dictionary of Buddhist Iconography においては「マハー






4 『妙法蓮華経』陀羅尼品第二十六 [大正蔵 9、pp.58 ～ 59]
 『正法華経』総持品第二十四 [大正蔵 9、p.130]
 『妙法蓮華経』普賢菩薩勧発品第二十八 [大正蔵 9、p.61]
 竺法護訳（286 年）『正法華経』に除災の機能を持つ陀羅尼が説かれていることからみて、呪
としての陀羅尼は遅くとも 3 ～ 4 世紀には機能が付加されていたと推測されている。[塚本
1989: 28-29]
5 チベット大学僧 Bu ston Rin chen grub（14 世紀）の「タントラ四分法」による。タントラ経




つに分類される。[ 桜井 1996: 2-3]
6 「真言」（mantra）あるいは「呪」（ ）と混用されることが多い。長いものを陀羅尼、短い













（ ）の 4 種である。陀羅尼が積極的に福徳をもたらす面を重視するのに対し、
パリッタは消極的に災害から免れる面を強調しているという点で区別されるという。[塚本














ぼ一定していると見られている。[岩本 1937:6] [ 塚本 1989: 64]
8 『大随求陀羅尼』のサンスクリット校訂テキスト、漢訳、チベット訳は以下の通りである。
 [ サンスクリット校訂テキスト ]
 ・Iwamoto,Y. ,1938, Beitrage zur Indologie; Heft3 n～ , Kyoto 尚文堂
 [ 漢訳 ]
 ・『普遍光明清浄熾盛如意宝印心無能勝大明王大随求陀羅尼経』唐不空訳 [ 大正蔵 20、No.1153]
 　AD.746 ～ 774
 　（和訳：国訳密教儀軌編纂局 1976『国訳秘密儀軌 第十巻』国書刊行会 pp.132 ～ 168）
 ・『随求即求大自在陀羅尼神呪経』唐宝思惟訳 [ 大正蔵 20、No.1154]AD.693
 　（和訳：那須政隆監修 1975『続国訳秘密儀軌 第七巻』国書刊行会 pp.142 ～ 158）
 [ チベット訳 ]
 ・’ ’  ’ [東北 No.561] ～ 9 世紀前半









 　また、岩本裕氏はこの経典が五護陀羅尼 5 編のうちで最も文学的であることや、挿入され
た説話にヴァーラーナシー（ベナレス）のブラフマダッタ 王が登場することから
釈迦の前世の物語である「ジャータカ」（本生譚）と関係していることなどを指摘している [ 岩
本 1938: 1] [ 山田 1989: 159]。
 なお、岩本氏校訂本にはブラフマダッタ王の記述が計 5 ヶ所確認される。
9 『守護大千国土経』は悪霊からの守護を目的として用いられる。岩本裕氏は五護陀羅尼 5 編の
うち、この経が最も密教的色彩が濃いことを指摘し、さらにこの経が 5 編中最後期の成立で
あることを論証した。[山田 1989: 160][ 塚本 1989: 64]
 この経に対応する漢訳経典である『守護大千国土経』[大正蔵 19、p.578] は上中下巻からなる。
─ 116 ─
四天王（北方の薬叉の主である毘沙門天王、東方の彦達嚩（ ）の主である持国天王、






 漢訳では『孔雀王呪経』[ 大正蔵 19、p.446]、『仏母大孔雀明王経』[大正蔵 19、p.415] 等に相
当する。
11 『大寒林陀羅尼』は、悪星、野獣、毒虫に対する保護を目的とし、この陀羅尼を用いて怖畏障
難を除く、一種の除障法である [小野 1985: 224]。『大寒林聖難拏陀羅尼経』[ 大正蔵 21、p.908]
に相当し、漢訳の難拏（ ）は歓喜の意味という。[中村 1988: 644]
12 『大護明陀羅尼』は雑密に属し、病気に対する保護、また、除障を目的とするものである。[小
野 1985: 242] [山田 1989: 160]
 また、大護明と訳されることがあり [中村 1988: 646]、漢訳では『大護明大陀羅尼経』[大正蔵
20、p.44] に相当する。
13 [中村 1988: 644]
14 [渡辺 2012: 173]
15 [立川 2004: 108] [立川 2009: 135] [倉西 2013: 158]
16 [奥山 2005: 178] [佐久間 2011: 17]







とともに Battacharya『インド仏教図像学』Indian Buddhist Iconography で依用されたことが、
このことを決定づけたという。[森 2006: 209-210,222]
18 [奥山 2005: 173]
19 [Bhattacharya 1968]
20 [奥山 2005: 173]
21 [Bendall1883: 174]
22 [塚本、松長、磯田 :1989: 383] [奥山 2005: 173]
─ 117 ─
『成就法の花環』におけるマハープラティサラー明妃成就法
23 東北 3143 ～ 3304 番 [奥山 2005: 173]
24 東北 3400 ～ 3644 番 [奥山 2005: 173]
 『成就法の花環』に含まれる成就法の数は、伝播の過程において、特定の尊格グループに関す
る成就法が新たに加えられ増補されていったという。[奥山 2005: 176]
25 [奥山 2005: 173]
26 花や線香、灯明等を捧げることを一般的に意味する供養（ ）とは区別される行為であるが、
礼拝、供養、懺悔等から成る行為をまとめて「七種無上供養」と呼ぶ。[清水 1977: 68]
27 [清水 1977: 66-68]
 また、清水氏の同文献において指摘される「七種無上供養」の中に「許しを得ること」は含
まれていない。
28 バッタチャリヤの校訂本と東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, と No.453, 
では「黄色（ ）」とあるが、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
と Nathional Archives, kathmandu, No.3-387 では「青（ ）」、及びチベッ
ト訳において「青（ ）」と記されている。四面の色の内、黄色は重複するため、
Nathional Archives, kathmandu 及びチベット訳にある「青」を採用した。
29 心臓に準じる部分（ ）とは、具体的にどの部位を示すか明らかではない。
30 [立川 2004: 110]
31 [田中 1992: 148]





34 [頼富・下泉 1994: 53]
35 また、マハーサーハスラプラマルダニーの姿については「前述のような女神である」と記述
するにとどまっている。
36 [清水 1977: 67-69] の七種無上供養の一覧表に No.206 は含まれていない。
37 [清水 1977: 70] [ 奥山 2005: 185] [ 佐久間 2011: 212-213] によると、約束のマンダラとは「三昧









38 [頼富・下泉 1994: 40-52]
39 ただし、七種無上供養の内容については、No.195 において礼拝・供養・懺悔・福徳随喜・三
宝帰依・発菩提心・福徳回向・許しを得ることの 8 種が述べられ、No.206 は懺悔・三宝帰依・
発菩提心・福徳回向・許しを請うことの 5 種、そして No.98 のターラー成就法では懺悔・福徳
随喜・勧請・回向・三宝帰依・依仏道・不作悪式の 7 種が挙げられている。[清水 1977: 66-68]
の表によると、『成就法の花環』には 4 ～ 10 種類の七種無上供養が示されており、その順序
と内容は相違している。
40 [頼富・下泉 1994: 40]






43 チベット訳のみ、成就法の冒頭にマハープラティサラーに対する帰依文が述べられる。（’  
 ’  ’ ）
44 二重蓮華 　直訳すると「あらゆる方向に花弁を有する蓮華」だが、図像としては
上下に花弁を有する蓮華（二重蓮華）として表現される。[立川 1989: 231]
45  「黄色い」はマハープラティサラー明妃の体色が黄色と後述されているため、また、「 字」
はマハープラティサラーの頭文字に由来していると思われる。
46 この No.195 中に七種無上供養の表記はないが、[清水 1977: 66-68] によると、これら「礼拝




 [森 2001: 28] [松長 1980: .256]
48 バッタチャリヤの校訂本と東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.451, と No.453, 
では「黄色（ ）」とあるが、東京大学所蔵梵文写本松波目録 No.452, 
と Nathional Archives, kathmandu, No.3-387 では「青（ ）」、及びチベッ
ト訳において「青（ ）」と記されている。四面の色の内、黄色は重複するため、




50 ここでは阿閦如来が族主として表れるが、The Indian Buddhist Iconography（pp.243-244）に
おいてはマハープラティサラーの族主は宝生如来とあり、『成就法の花環』No.201 では宝冠に




51 チベット訳では c と挿入されている。
52 チベット訳では「そして（ ）」、「私の（ ）」を欠いている。
 また、「より良いもの」を意味するバッタチャリヤ校訂本の「 」が、チベット訳では
「 」となっている。
53 この部分の和訳に関しては [ 山口 2005: 144] を参照した。





と呼ばれる理由については、その真言の字数が 100 字ある為という。[頼富 2003:151]
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『成就法の花環』におけるマハープラティサラー明妃成就法
 in the 
SONODA, Sayaka
　In this paper, I would like to discuss the basic feature of the  
(visualization of goddess ) described in the .
　  is one of the Buddhist scriptures, which belongs to the unit of five  
scriptures named . The goddess  is deification of the 
n
・
　  is one of the texts of visualization of the Buddhist deities, which was compiled in 
the eleventh or twelfth century. It contains five kinds of the  s of goddess . 
　Among these, No.194, 195, and 196 describe the visualization of  apart from the 
other four goddesses. No.201 and 206 describes the five goddesses of , in which 
 is described as a member of the group. 
　It became clear that No.195 has the much more detail contents of the way of 
visualization, comparing with No.194 and 196.
　In this paper, I tried to present the characteristics of the visualization of goddess 
 referred in the . This paper also includes a Japanese translation of 
No.195.
Keywords:
　Tantric Buddhism, , , 
